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論文内容の要旨

これまでに微細構造観察や生理学的研究によってセルロース微繊維の方向が細胞膜直下に存在する細胞質表層微小

管によって決定されていることを示す証拠が数多く提供されてきたが，細胞質表層微小管によるセルロース微繊維方

向制御の分子機構，あるいは細胞質表層微小管の配向制御の分子機構についてはほとんど明らかにされていない。細

胞質表層微小管の構築制御ならびに機能発現の機構の解明には，細胞質表層微小管に付随する分子群を同定し，その

役割を明らかにしていくことが不可欠である o 本研究では，微小管モーター蛋白質が細胞質表層微小管の機能発現に

関与している可能性を検証する目的で，これまで研究が行われてこなかった細胞質表層微小管付随型のキネシン様蛋

白質の探索を行った。

キネシン・スーパーファミリーのモーター領域に存在する保存性の高いアミノ酸配列を用いたRT-PCR!こより， タ

バコ培養細胞 BY-2 において発現する 11個のキネシン様蛋白質の cDNA 部分配列を決定し， TBK1 --11 (T obacco 

B Y -2 K inesin-like protein) とした。ノーザンプロット解析によって細胞周期の進行に伴う TBKs の mRNA 蓄積量

の変化を調べた結果，蓄積量の変化を 3 タイプに分類することが出来， TBK5 と TBK10 が分裂期だけでなく間期に

おいても mRNA の蓄積がある細胞質表層微小管に付随して機能するキネシン様蛋白質の候補であることを示した。

TBK5 と TBK10 の cDNA クローニングを行い，抗体を作製することにより， TBK5 と TBK10 の生化学的性質の解析

及び細胞内局在の解析を行った。 TBK5 と TBK10 は間期に発現している点，モータードメインが分子の中央に位置

する点において類似しているが，微小管との結合様式及び細胞内局在は全く異なっていた。 TBK5 は微小管一微小管

の滑り運動を引き起こすことによって，微小管の構築制御に関わる可能性が考えられる。隔膜形成体赤道面部への小

胞輸送を行うモーター蛋白質の存在は推測されていたが，これまで TBK10 のように細胞板に局在するキネシン様蛋

白質は報告されておらず， TBK10 は細胞板形成において小胞輸送を担うモーター蛋白質の最も有力な候補であるこ

とが明らかになった。

本研究により，間期植物細胞の微小管システムの機能発現に関わる分子モーターの候補として新規キネシン様タン

パク質TBK5ならびに TBK10 が見いだされ，これらのタンパク質の性質が部分的に明らかにされた。間期の植物細

胞に発現するキネシン様蛋白質 TBK5 と TBK10 の同定及び部分的機能解析により，細胞壁成分の供給と細胞壁構築

の分子機構解明の端緒を開く事ができたと考えており，今後，生理作用をトランスジェニック植物を用いた解析等で

調べることにより， これら分子機構内における TBK5 と TBK10 の役割を明確にしたいと考えている。
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論文審査の結果の要旨

申請者は植物細胞の形態制御に働く微小管システムと相互作用する分子モーターとして， これまで知られていない

キネシン様蛋白質 TBK5 ならびに細胞板輸送分子モーター候補としての TBK10 を同定し，これら蛋白質の性質を部

分的に明らかにした。この業績は，植物細胞における形態制御の分子機構を解明する上で重要な発見であるo よって，

本論文を博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める o
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